
２００８年 ＪＲ東海労働組合新幹線関西地方本部

名古屋車両所分会１月２０日

第６５号 発行者 田川 裕之 編集者 教宣部

わざわざ東京から冷蔵庫の中を点検に ？？ 何が目的で来たのか平野課長 ！！
１月８日１７時５０分頃に突然、名古屋車両所の小川首席と金子計画助役のお伴で

検修 平野課長と御手洗課長代理が仕業庫に現れました。課

聞くところに由れば 「検修課の目的は、不断から『仕業検査の標準化』が正しく名、

古屋車両所で行なわれているかを点検に来た」というのです。

あろう事か『仕業検査の標準化』の点検終了後、仕業詰所にいる社員に対して挨拶の

一言も無く入って来るなり、平野課長はＢＶハンドルキーの保管金庫や測定用のパソコ

ン棚を物色し 一旦庁舎へと戻って行きました そして１９時４５分頃に ２本目の 仕、 。 、 『

業検査の標準化』の点検をするため、この４名の管理者は仕業詰所に再び舞い戻ってき

ました。しかし、ＣＭＣの関係により２０時１０分から仕業検査を開始するために少々

の手待ち時間があったので、平野課長は仕業詰所内の食堂にある冷蔵庫を現場社員の許

可もなく、勝手に開けて中身をのぞき見しているところをＪＲ東海労の組合員が発見し

ました。

何を血迷ったのか小川首席 ！！ 上司にゴマすり ？？
ＪＲ東平野課長が詰所内の食堂にある冷蔵庫を勝手に開けて見ていたことを発見した

海労の組合員が小川首席に「あいつは何処の誰だ、現場の社員の共有である冷蔵庫を勝手に開

、 」、「 、 。けて 管理者だったら何をしても良いのか あんた達の物が 冷蔵庫の中に入っているのか

何かあったら責任とれるのか」と抗議したところ、これはヤバイと思ったのか小川首席は「俺

も冷蔵庫を開けた」と平野課長を擁護したのです。

平野課長！！勝手に他所の冷蔵庫を開けても良いのか、もしも中に入っていた食べ物等が無くなっ

たら、どう責任を取るというのか！！

日頃から管理者が良く言っているように、良く考えて管理者として常識のある行動をとりたまえ！！




